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「2026年６月期 第２四半期 決算説明資料」に関する動画書き起こし 

 

当社が 2026年２月６日に開示いたしました「2026年６月期 第２四半期 決算説明資料」に関する動画

の書き起こしを掲載いたします。 

一部、内容の明確化、表現を文書形式に調整しております。 

詳細につきましては次頁以降をご参照ください。 

 

 なお、動画本編は当社 IRサイトをご参照ください。 

 https://dive.design/ir 

 

以上 
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株式会社ダイブ、代表取締役社長の庄子です。 
 

 

2026年 6月期 第２四半期の業績ハイライトをご説明させていただきます。 

 

 

 



 

売上高については、前期比 8.3％増の 77億円、売上総利益は 8.2％増の 20億円、営業利益・経常利益

はいずれも８％増の約６億円となり引き続き、過去最高を更新しております。 

事業環境についても、インバウンド旅行者は 2025年に過去最多となる 4,200万人を突破し、懸念され

ていた中国市場の動向も現時点では限定的で、旺盛な人材需要に変わりはありません。 

観光 HR事業の就業者は約 10％増と、堅調に推移しました。また、SEO順位の向上や採用単価の削減によ

り広告宣伝費は前期と比較して約 1,300万円の削減となり、高い集客効率を維持できております。 

今後も、旺盛な人材需要にこたえ、業績も着実に成長させられるよう取り組んでまいります。 

 

次は四半期別の推移です。 

 



 

冒頭でもお伝えしたとおり、売上高、各段階利益ともに、過去最高を更新しております。 

観光 HR 事業の売上高は、前期比 8.2％増の 71.8 億円、売上総利益は前期比 7％増の 15.6 億円となり

ました。地方創生事業の売上高は、前期比 11.9％増の 5.5億円、売上総利益は前期比 13.4％増の 4.5億

円となりました。 

販管費につきましては、先行投資を実行しつつも、生産性を意識し、前期比 8.3％増の 14.2 億円とな

りました。 

結果、営業利益は、前期比 8.1％増の 5.9 億円。また、地方創生事業は前期比 53.5％増と、大幅な増

益で着地しております。 

 

次は観光 HR事業の主要 KPI についてです。 



 

観光 HR事業における主要 KPIの「就業者の人数」と「就業者１人あたりの売上高（LTM）」の推移です。 

今期の第１四半期から、新たに就業者の「延べ人数」を開示しております。延べ人数とは、同一人物

が複数の月にわたって勤務した場合でも、勤務した月ごとに１名としてカウントした人数を指します。

この指標は、UU数と比較して、より売上高に直結した KPIとなります。 

就業者は、延べ人数・UU数ともに四半期ベースで過去最高を継続して、更新しております。 

第１四半期に引き続き、運用型有料広告の改善施策が進捗しました。SEO順位の向上をはじめ、全ての

集客チャネル施策が奏功し、就業者が増加する中でも、広告宣伝費の抑制を実現できました。 

その結果、顧客獲得単価の改善施策が好調に進み、前期と比較して約 1,300万円削減しております。 

また、就業者１人あたりの売上高も 135.6 万円と前期比で 4.4％上昇し、第２四半期末時点の過去最高

を更新しております。 

 

次に、職業紹介スタッフの増加に伴う人材派遣と職業紹介のセールスミックスについてご説明いたしま

す。 

 



 

増加傾向にある職業紹介について、改めてご説明いたします。 

まず前提としてスライド左側に記載しております通り、職業紹介による売上高は、粗利のみを売上高

に計上するため、人材派遣と比較して、売上高の計上額が低くなる性質があります。 

粗利の「額」自体に大きな差はありませんが、職業紹介が想定を上回ると売上高が低く見えることに

なります。 

また、スライド右側の図に記載しております通り、職業紹介の割合は、前期の第２四半期と比較して

0.7％ほど減少しておりますが、高い割合を維持しております。 

当社としましては、人材派遣も職業紹介も売上計上の違いはありますが、どちらでも収益に与える影

響は無いと考えておりますので人材派遣、職業紹介ともに注力してまいります。 

 

次に主力事業である観光 HR事業の業績です。 

 



 

観光 HR事業の売上高、売上総利益、営業利益の全てにおいて過去最高を更新しております。 

売上総利益率は 21.7％、販管費率は 11.1％と、前期比とほぼ同等水準で推移しました。 

一方で、先ほどもお伝えしましたとおり、就業者は増加しておりますが、広告宣伝費は前期比で 1,300

万円ほど減少しております。 

今後も、生産性を高めながら、売上、利益ともに伸ばして行けるよう市場の動向を見極めながら、適

切な投資を実行してまいります。 

 

次に計画予算に対する進捗です。 

 



 

売上高については、計画比 48.4％と、ほぼ計画通りの進捗となりました。 

営業利益、経常利益については計画比 60％ほどを見込んでおりましたが、実績は約 75％と高い進捗率

を維持しております。 

また、今期は約２億円の先行投資を行う旨を開示しておりますが、上半期までに消化を予定していた

先行投資のうち、約 74%を消化しております。 

主に新規事業開発や M&A の体制強化のための人件費投資や、寮関連事業における投資となっておりま

す。 

第３四半期以降もペースを落とさず、事業展開してまいります。 

 

次は、第２四半期の主なトピックスです。 



 

第２四半期の主なトピックスは６つです。詳細は資料をご参照ください。 

 

次に 2026年６月期の事業計画です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

昨年５月に開示した事業計画と変更はありません。 

売上高は前期比 16.1％増の 160 億円、営業利益は 5.8％増の８億円、当期純利益は 19％増の 5.4 億円

を計画しております。 

 

次に先行投資の進捗状況です。 

 

 

 

 



 

先行投資の進捗についてご説明します。 

まず、「売上・市場シェアの向上」についてです。 

SEO を中心に、計画どおり成果が出ており、流入数、応募効率ともに改善が継続しています。加えて、

総合情報メディアを立ち上げ、ユーザーとの接点をさらに強化しました。 

次に、「生産性の向上」についてです。 

社内での AI活用による業務効率化を進めるとともに、観光 HR事業では、給与前払いのデジタル化や、

組織構造の見直しを行うことで、利便性とマッチング品質の向上が進んでいます。 

続いて、「新規事業」についてです。 

ハッサクの導入施設数は 171 施設まで拡大し、順調に進捗しています。あわせて、さらなる収益性の向

上も目指しています。 

また、共同寮プロジェクトについては、社会実装を見据えた事業モデルの具体化を進めています。 

次に、「M&A」についてです。 

複数の有望な案件を継続的に検討しており、現在は、具体的な案件選定と、PMIを見据えた体制強化の

フェーズに入っています。 

最後に、「組織力の向上」についてです。 

DX および新規事業を担う体制強化を進めるとともに、ホールディングス化についても、計画どおり進

捗しています。 

 

次に、財務状況です。 

 

 

 



 

財務情報につきましては、資料をご参照ください。 

 

 

最後に、第１四半期に新しく開示した中期プラットフォーム戦略の概要と進捗状況についてご説明い

たします。 

 

 



 

今後、リゾートバイトダイブは、ただ求人を探せるだけのサービスレベルから、国内最大の『総合リ

ゾートバイトプラットフォーム』へと進化してまいります。 

それは、採用数や求人数、そして集客の規模を大きくするだけではなく、新しい価値提供もあわせて

差別化を進めていく中期事業戦略です。 

具体的に進化させる戦略テーマは３つ。 

緑色の『集客マーケティング』、オレンジ色の『求人仕入れ』、そして青色部分の『マッチング』です。 

それぞれが高度化することで、圧倒的 NO.1 を獲得し、『採用数』の最大化、そして私たちのミッション

である『あの日』の最大化を実現していきます。 

これが、『観光人材アクションプラットフォーム構想』の勝ち筋であり目指す姿です。 

 



 

まず「集客の進化」についてご説明します。 

このページでは、赤字で示している部分が、今回アップデートしたポイントです。 

まず、リゾートバイト経験者による口コミ件数についてです。 

前回から 1,000件増加し、7,000 件を突破しました。実体験に基づく一次情報が着実に積み上がってお

り、ユーザーの不安解消や、応募の後押しにつながっています。 

次に、現役インフルエンサーの取り組みです。人数は 150人から 200人へと大きく拡大しました。 

実際に働いている現場のリアルを SNS で発信することで、広告だけでは伝えきれない信頼感や臨場感

を生み出せています。 

そして、LINEの友だち数についてです。 

こちらは１万人増加し、21 万人となりました。業界内においても、引き続き強い集客基盤と、ユーザ

ーとの直接的な接点を維持できています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

引き続き、「集客の進化」についてご説明します。 

今期は、マーケティング改革を本格的に進めており、有料広告の戦略転換と運用改善によって、採用

転換率の高い、いわゆる「有効応募数」を拡大しながら、応募単価、つまりコストの削減を同時に実現

しています。 

まず、成果面についてです。 

有効応募数は 25％増加し、それに伴い、面接数も 21％増加するなど、採用につながる母数が着実に伸

びています。 

一方で、コスト面です。 

広告運用の最適化により、応募単価は 28％削減しました。さらに、効率化の結果として、広告費全体

についても 11％の削減を実現しています。 

集客の中身についても、強化を進めています。『リゾートバイトナビ』を中心に、記事は累計 550 本、

漫画も 50本まで拡充しました。SEOに加えて、AI Overviewや LLMO といった、将来を見据えた集客施策

も同時に進めています。 

また、インフルエンサー施策では、現場のリアルを伝える SNS 動画が累計 800 本まで拡大し、認知か

ら応募への導線強化につながっています。 

このように、集客量・質・コストのすべてが改善する形で進捗しており、「総合リゾートバイトプラッ

トフォーム」の構築に向けて、スピード感を持って推進しています。 

 



 

続いて、「求人仕入れの進化」についてご説明します。 

まず、クライアント基盤についてです。 

取引先企業数は 3,410 社、施設数は 6,422 施設まで拡大しました。施設数については、昨年９月末時

点から３か月で 455 件増加しており、クライアント基盤は着実に広がっています。その結果として、リ

ゾートバイトの求人掲載数は 4,832 件となり、業界 No.1 のポジションを引き続き獲得しています。量、

エリアともに、安定した体制を構築できています。 

次に、観光特化型 BPO の取り組みです。 

苗場プリンスホテル様において、人事の一部機能を受託しており、現場負荷の軽減と、安定した人材

運用の支援につながっています。こうした取り組みを通じて得られた知見を活かし、今後は、同様のニ

ーズを持つ企業様への導入を、さらに広げていきたいと考えています。 

また、外国人人材の拡大により、支援施設数は 20％増加し、クライアントからの引き合いも増えてい

ます。 

さらに、自社開発の観光業界特化型 SaaS についてです。 

大手チェーンホテルを中心に導入が進み、導入施設数は 171施設まで拡大しました。 

このように、求人の「量」「質」、そして「付加価値」のすべてを強化しながら、求人仕入れの基盤そ

のものを進化させているフェーズに入っています。 

 

 

 

 

 



 

最後に、マッチングの進化についてご説明します。 

まず、ハイタッチの強化です。 

RA・CAの体制移行が完了し、求人仕入れとキャリアカウンセリングを分業することで、一人ひとりに、

より深く向き合える体制を整えました。 

次に、ロータッチの強化です。 

インフルエンサーによる SNS動画を活用し、「リゾートバイトを知る」「興味を持つ」「応募する」まで

を自然につなぐ導線づくりを進めています。 

次に、テックタッチについてです。 

データドリブンプロジェクトとして、Tableau（タブロー）を導入し、勘や経験だけに頼らず、数字に

基づいたマッチング精度の向上を進めています。 

そして、AIタッチです。 

応募数や面接数の増加に対応するため、学生や若年層を中心に、AI面談の試験導入を開始しました。 

 



 

以上が、2026 年６月期 第２四半期の業績と、観光 HR 事業の中期プラットフォーム戦略です。 

今後も事業の成長スピードを加速させていきたいと考えておりますので 

ご支援のほど、よろしくお願いいたします。 

 

以上 


